
２０１８年（平成３０年）１１月１６日 

日本貨物鉄道株式会社 

 

中古コンテナの床下面塗料におけるアスベスト含有に関するお知らせ 

 

このたび、弊社または弊社グループ会社（次頁（＊１）参照）から倉庫用等として売却い

たしました中古コンテナの床面部下側の塗料の含有物に、ごく微量のアスベスト（石綿）

が含有されていることが製造メーカー（旧・東急車輌製造(株)／現・(株)総合車両製作所）

からの報告により判明いたしました。コンテナに塗布されている部位は別紙１-①・１-②、

該当するコンテナ番号は別紙２-①・２-②のとおりです。 

 

当該の塗料に含有されているアスベストはごく低濃度であり、瀝青系樹脂に覆われてい

るため飛散することはなく、ご購入いただいた中古コンテナはこれまでどおり倉庫等とし

てそのままご使用いただけますのでご安心下さい。 

 

なお、コンテナを移動させることがあった場合には、床下面の傷をつけないように、注

意して移動させて下さい。また将来、コンテナを補修・改造・廃棄・解体作業等により塗

膜を切断・剥離した場合は、アスベストが飛散する可能性がありますので、そのような場

合はご自身で処理せず、専門の業者にご依頼いただきますようお願い申し上げます。 

 

本件について、中古コンテナをご購入いただいたお客様からのご質問等につきましては、

誠に恐れ入りますが、コンテナ番号（別紙２-①・２-②参照）を予めご確認のうえ、下記

のお問い合わせ窓口までお電話いただきますよう、お願い申し上げます。 

 

お客様には、ご心配およびご迷惑をおかけしたことを深くお詫び申し上げます。 

今後、再発防止に向け、製造メーカーに対しても品質管理の強化を求めてまいりますの

で、引き続きご愛顧賜りますようお願い申し上げます。 

 

本件につきましては、国土交通省および厚生労働省に報告済です。 

 

 

 

◇日本貨物鉄道株式会社 および グループ会社（次頁(＊１)参照） お問い合わせ窓口 

電話番号 ０５０－５８３３－９１５５ 

  <受付期間> 平成３０年１１月１６日から 平成３１年３月２９日まで 

（土曜日・日曜日・祝日 および 年末年始（12/28～1/6）を除く） 

<受付時間> 午前１０時から 午後５時まで 

※電話番号はおかけ間違いのないようにお願いいたします。 

 



（＊１）中古コンテナを売却したのは弊社および下記の弊社グループ会社です 

 

・ジェイアールエフ商事 株式会社 

・株式会社 ジェイアール貨物・北海道物流 

旧・北海道ジェイアール物流 株式会社 

旧・株式会社 ジェイアール貨物・北海道ロジスティクス  を含む 

・株式会社 ジェイアール貨物・東北ロジスティクス 

・株式会社 ジェイアール貨物・北関東ロジスティクス 

（ 旧・宇都宮ターミナル運輸 株式会社  を含む ） 

・株式会社 ジェイアール貨物・信州ロジスティクス 

・株式会社 ジェイアール貨物・東海ロジスティクス 

・株式会社 ジェイアール貨物・北陸ロジスティクス 

・株式会社 ジェイアール貨物・西日本ロジスティクス 

旧・株式会社 ジェイアール貨物・関西ロジスティクス 

旧・株式会社 ジェイアール貨物・山陽ロジスティクス  を含む 

・株式会社 ジェイアール貨物・中国ロジスティクス 

・株式会社 ジェイアール貨物・九州ロジスティクス 

・全国通運 株式会社 

・日本フレートライナー 株式会社 

・東京輸送 株式会社 

 

以上 



別 紙 １－①

下図の斜線部分に塗布されています（床板下面、梁（鉄）の下面、側面）

微量のアスベストが含有された塗料（アンダーシール）の塗布部分

 脚部分の内側（裏側）から見た図

床面を下側（上記写真の↑矢印方向）から見た図

床下面（内側）全面に塗布、ただしフォークポケット部分は除く

１２フィート（５トン）コンテナの場合

　　　※コンテナを移動させる場合は、フォークリフトの使用が安全です

下部隅金具 アンカー フォークポケット 

コンテナ番号 



別 紙 １－②

微量のアスベストが含有された塗料（アンダーシール）の塗布部分

下図の斜線部分に塗布されています（床板下面、梁（鉄）の下面、側面）

床下面（内側）全面に塗布、ただしフォークポケットの内側部分は除く

２０フィート または ３０フィート（１０トン）コンテナの場合

床面を下側（上記写真の↑矢印方向）から見た図

※コンテナを移動させる場合は、フォークリフトの使用が安全です　

フォークポケット 下部隅金具 

コンテナ番号 



日本貨物鉄道株式会社 【 ＪＲ貨物 】 が保有していたコンテナ

１８Ｅ－ １ ～ ２ ２０Ａ－ １

１９Ａ－ ２ ～ １００１ ２０Ｂ－ １ ～ １５０

２０Ｂ－ １００１ ～ １０７５

１９Ｂ－ １５０１ ～ ３０００

２０Ｃ－ １ ～ ５００

１９Ｃ－ ５１ ～ ６０

２０Ｄ－ １ ～ ２００

１９Ｄ－ １ ～ １０

１９Ｄ－ ５００１ ～ ６３００ ２４Ａ－ １ ～ １０

１９Ｄ－ ７００１ ～ ８０００

１９Ｄ－ ９００１ ～ １００００ ３０Ａ－ １８０ ～ ３１５

１９Ｄ－ １２００１ ～ １２８００ ３０Ａ－ ５０１ ～ ５３０

１９Ｄ－ １５８０１ ～ １６３００ ３０Ａ－ １００１ ～ １１７０

１９Ｄ－ １７８０１ ～ １８２００

１９Ｄ－ １８７０１ ～ ２０６００ ３０Ｃ－ １ ～ ６８

１９Ｄ－ ２１７０１ ～ ２２６００

１９Ｄ－ ２３７０１ ～ ２５２００ ３０Ｄ－ １ ～ １００

１９Ｄ－ ２５２０１ ～ ２５５００

Ｚ５４Ａ－ １ ～ １０

１９Ｆ－ １ ～ １２２５

１９Ｆ－ ５００１ ～ ６５００ ＺＸ４５Ａ－ １ ～ ２

１９Ｇ－ １ ～ ２００

１９Ｇ－ ２００１ ～ ２９００

１９Ｇ－ ３９０１ ～ ４９００

Ｖ１９Ａ－ 1 ～ １３５０

Ｖ１９Ｂ－ 1 ～ １０００

Ｖ１９Ｂ－ １００１ ～ １９９０

Ｖ１９Ｂ－ ２００１ ～ ２９００

Ｖ１９Ｂ－ ３００1 ～ ３３００

別 紙 ２－①

コンテナ番号

該当コンテナ一覧表（その１）



日本フレートライナー株式会社　【 ＦＬ 】 が保有していたコンテナ

Ｕ３１Ａ－ ２５１ ～ ２９０

Ｕ３１Ａ－ ３０１ ～ ３５０

Ｕ３１Ａ－ ３５５ ～ ４３４

Ｕ３１Ａ－ ４３７ ～ ４５６

Ｕ３１Ａ－ ４５９ ～ ４７８

Ｕ３１Ａ－ ４８９ ～ ５５３

Ｕ３３Ａ－ ５００１ ～ ５０１０

Ｕ４８Ａ－ ３０００７ ～ ３００３０

Ｕ４８Ａ－ ３００３２ ～ ３００６７

Ｕ５０Ａ－ ３００１１ ～ ３００２０

Ｕ５４Ａ－ ３００６１ ～ ３００６４

ＵＶ５４Ａ－ ３０００１ ～ ３００４５

全国通運株式会社 【 ＺＥＮＴＳＵ 】 が保有していたコンテナ

ＵＶ１９Ａ－ 1 ～ ５００

Ｕ２０Ａ－ １ ～ ４０

Ｕ２０Ａ－ ５０１ ～ ５１０

東京輸送株式会社 が保有していたコンテナ

Ｕ３４Ａ－ ５００１ ～ ５０６０

別 紙 ２－②

コンテナ番号

コンテナ番号

コンテナ番号

該当コンテナ一覧表（その２）
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